








































が東アジアに “ 持ち込んだ ” 領事制度や領事裁判というシステムが、東ア
ジア諸国間における相互作用や西洋諸国との摩擦をへながら、いかにして
定着していったのかを解明することによって、西洋との接触やアジア諸国
間の接触が複雑に絡み合ったアジアの「近代」を複眼的に再検討しようと
した拙著の意図を改めて説明し、そのためには、日本や韓国を事例とした
諸研究との対話が不可欠である点を今後の課題として言及し、報告を終え
た。
　発表後の質疑応答において、華人保護や領事設置といった政策を推進し
ようとした中国の官僚たちは、自らの主張を新聞・雑誌などのメディアを
活用して「民」にもアピールすることはあったのかという趣旨の質問を、
立尾真士先生よりいただいた。それに対して、日清戦争以前の中国では、
中国人自身による新聞・雑誌の刊行は限定的であったが、英国資本の上海
の新聞（『申報』）などには、そうした政策を唱えた官僚の上奏文が掲載さ
れることがあり、そうした上奏文の掲載を見越して、自らの政策をアピー
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ルすることもあったと思われる、と回答した。
